
 

 

 

 

 

 

石川県立九谷焼技術研修所 令和２年度デザイン支援事業成果品展 

「進化する九谷―あしたをつくる―」の開催について 

 

 

石川県立九谷焼技術研修所では、これからの九谷焼の担い手を対象に「デザイン支援事業」

（※下記参照）を実施しています。この度、令和２年度の成果品展を下記のとおり開催いた

します。 

本展示会では、コロナ禍の様々な変化を意識した新商品や、日常に彩を添える器など、  

九谷焼の可能性を広げる取り組みの成果を紹介いたします。作り手にとっても思い通りに 

活動できなかった状況の中、「進化する九谷」に挑戦している真摯な姿を取材していただき

たく、ご案内申し上げます。 

 

 

１ 期 間  令和３年３月２３日（火）～３月３０日（火） 

    

２ 場 所  しいのき迎賓館ギャラリーＡ （金沢市広坂２丁目１－１）   

 

３ 出 品 者  令和２年度デザイン支援事業 受講者６名 

 

４ 内 容  受講者がそれぞれ設定したテーマに基づき制作した商品約７０点を展

示販売します。それぞれが思い描く九谷焼の進化を、器や生活を彩るア

イテムなどに表現しています。 

※主な作品（商品）概要とテーマ 

作品（商品）概要 テーマ 

カラフルなプレート皿 コロナ禍の食卓を彩る楽しい器に挑戦 

九谷の獅子 現代社会の信仰になる九谷の獅子を模索 

九谷焼ソムリエナイフ 
ソムリエナイフ製品化の成功に伴い、関連商品を

そろえたブランド化を成立させる 

 

※デザイン支援事業について 

・九谷焼の若手の作り手を対象とした、新商品開発に挑戦するワークショップ形式の検討会。デザイン

能力を高め現代のニーズに沿った商品開発を進めるため、アドバイザーの指導のもと、商品企画、デ

ザイン、販売方法に至るプロセスを学ぶ。年７回の検討会のなかで、受講生それぞれがテーマを設定

し、消費者が求める新しい九谷焼の商品を制作する。 

＜アドバイザー＞ 工業デザイナー 山村 真一 氏（㈱コボ 代表取締役社長） 

陶芸家     中村 卓夫 氏（梅山窯） 

・平成１７年以降、７７名が受講。食器やアクセサリーのほか、照明器具といったインテリア商品

など、これまで１００点以上の新商品が誕生している。 

令和３年３月１９日 

九谷焼技術研修所 

技術指導課 川浦・中田 

TEL 0761-57-3340 



Funaki Daisuke Takanosu MitsuruHayasuke Chiharu

Miyashita AtsushiKitao MakiHirose Emi
石川県金沢市広坂 2丁目 1-1
☎ 076-261-1111

しいのき迎賓館

2021 年 3 月 23 日（ 火）～30 日（ 火）

ギャラリーA  10:00~18:00
（最終日 12:00 まで）

<会　場>

<会　期 >

～あしたをつくる～

令和 2年度  デザイン支援事業 成果品展

<お問合せ >

石川県能美市
泉台町南 2 番地
（九谷陶芸村内）
☎ 0761-57-3340

　「デザイン支援事業」とは、 九谷焼の作り手が現代生活に沿ったものづくりを
目指す検討会です。本展では、今年度参加した 6 名の成果を発表いたします。
それぞれが思い描く九谷焼の進化を、器や生活を彩るアイテムなどに表現しました。
作り手一人一人のこだわりを是非ご覧下さい。

北尾  マキ　 鷹栖   充　 早助  千晴　 広瀬  絵美　 船木  大輔　 宮下  篤志　

3/23（火）10:00-12:00　
（見学・入退室自由）　　

<イベント>  作品講評会


